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2-3 65歳以上男性の労働力率 

 
 p.73 「第2- 11-2表 性別・年齢階級別労働力率」 

65 歳以上男性の労働力率は、北米、EU 諸国では概して低く、日本、韓国などのア
ジア地域は欧米諸国より高い水準にある。経済発展の度合いだけではなく、地域性・
国民性の違いなども反映したものといえるだろう。 

EU 諸国では、経済不況や若年失業者の増加により、1980 年代に早期退職制度が定
着したことも高齢者の労働力率が低い一因である。しかし、近年は、高齢化の進展に
より、社会保障制度の担い手を確保する必要性から、高齢者の雇用促進が政策課題と
なっている。日本の場合、他国と異なる点として、引退すべきであると考えられてい
る年齢が高いことが挙げられる。高齢者の労働意欲は高く、これが高齢者の労働力率
を引き上げているひとつの要因となっている。 

関連表 
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